
５月３１日 全校朝会（放送朝会） 

  ６月は食育月間 ～イナゴを食べる日本の食文化～ 

 

ビオトープの前に土の入ったバケツが並びました。これから５年生がお米づくりをするための

田んぼになるバケツです。お米は稲という植物に実るので、お米づくりは稲作と呼ばれます。日

本では、縄文時代から稲作が行われていたと言われていて、日本人にとってお米は今も昔も主食

となる大事な食べ物であることがわかります。 

みなさんは、『夏も近づく八十八夜・・・』で始まる茶摘みの歌を知っていますね。この八十八

夜とは、立春から 88 日目にあたる日という意味で、毎年５月の１日か２日頃です。この頃になる

と、だいぶ暖かくなり霜が降りる心配もなくなるので、種まきや、田植え、茶摘みなどを始める

のによい時期とされています。お米づくりをしている農家の方々が、秋の収穫まで目を離さずに

大事に稲を育てるように、５年生のみなさんも毎日お世話をしてよいお米を作ってください。 

 

さて、稲作が始まると、稲を食べるイナゴが田んぼにやってきます。この辺ではあまり見かけ

ることはありませんが、イナゴはバッタに似ている昆虫で、稲を食べて生活しています。稲作を

している人から見ると、大切な稲を食べてしまう害虫ですが、イナゴは食べると味もよく栄養も

豊富なので、昔から稲作がさかんな地域では「田んぼのごちそう」としてよく食べられてきまし

た。みなさんはイナゴを食べたことはありますか。砂糖と醤油で佃煮にしたイナゴは、甘辛くて

サクサクカリカリとした歯ごたえがあり、香ばしくてとてもおいしいですが、子どもの頃、初め

て食べた時には、イナゴの大きな目がこちらを見ているようで、口に入れるにはちょっとした勇

気が必要だったことを覚えています。今もイナゴの佃煮はお店で買うことができるおいしい食べ

物です。昔は、日本のあちこちでイナゴをとって食べる習慣があったのですね。稲刈りの頃は、

子どもたちがみんなで田んぼに行って、袋にいっぱいになるほどイナゴを捕まえるという行事も

あったそうです。イナゴを追いかけて走り回る楽しい声が聞こえてきそうです。 

 

明日から６月になります。毎年６月は食育月間なので、今日は、イナゴを食べるという日本の

食文化についてお話ししました。最後に、詩人のまど・みちおさんの「イナゴ」という詩を紹介

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

田んぼが広がる風景とイナゴと向かい合う「ぼく」が目に浮かぶような詩ですね。 

 

イナゴ            まど・みちお 

 

はっぱにとまった イナゴの目に 一てん もえている夕やけ 

でも イナゴは ぼくしか見ていないのだ  

エンジンをかけたまま いつもにげられるしせいで・・・・ 

ああ 強い生きものと よわい生きもののあいだを  

川のように流れる イネのにおい！ 
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